
　　様邸　建物詳細調査 耐震性

耐震性　（□該当箇所の写真撮影）

①屋根 ③内壁（土壁含む） ④天井高さ ⑤開口部

部位 仕様 部位・マーカー 仕様・厚み 室名 天井高さ (㎜) 室名 天井高さ (㎜) 凡例 仕様

大屋根 □土葺瓦　□桟瓦　□スレート　□鋼板　□その他（　　　　　　　　　　　　　　） マド 開口高さ600～1200㎜程度

下屋 □土葺瓦　□桟瓦　□スレート　□鋼板　□その他（　　　　　　　　　　　　　　） 戸 垂れ壁360㎜以上

□土葺瓦　□桟瓦　□スレート　□鋼板　□その他（　　　　　　　　　　　　　　） 全 全開口（上記以外）

□土葺瓦　□桟瓦　□スレート　□鋼板　□その他（　　　　　　　　　　　　　　）

②外壁（戸袋内部の確認含む） ⑥筋かい

部位・マーカー 仕様・厚み 凡例 寸法、接合部仕様



　　様邸　建物詳細調査 断熱性

断熱性（開口部仕様）　　（□該当箇所の写真撮影） （寸法は㎜。　付属物は、「シャッター」、「雨戸」、障子」の３種のみ）

No. 種別 ガラス 付属物 W H FL+下端 上端⇔庇下部 庇の出 No. 種別 ガラス 付属物 W H FL+下端 上端⇔庇下部 庇の出

1 16

2 17

3 18

4 19

5 20

6 21

7 22

8 23

9 24

10 25

11 26

12 27

13 28

14 29

15 30



　　様邸　建物詳細調査 バリアフリー性、火災時の安全性

バリアフリー　（□該当箇所の写真撮影）

特定寝室 □位置図示 内法面積（㎡） ㎜　　×　　　　　　　　　　㎜　　＝　　　　　　　　　　　㎡ 浴室の大きさ 短辺（㎜） 長辺（㎜） 内法面積（㎡）

便所の形状・大きさ □腰掛け式 □和式 短辺（㎜） 長辺（㎜） 便器前方の空き（㎜） 便器側方の空き（㎜）

各出入口・通路の有効幅 □寸法図示 各出入口の段差 □寸法図示

階段の形状 けあげ（㎜） 踏面（㎜） 蹴込み（㎜） 段数 曲がり階段 □有り　□無し 通路等への食い込み・突出 □有り　□無し

手すり 設置有り □階段片側　□階段両側　□便所　□浴室（□浴室出入り　□浴槽出入り　□浴槽内での立ち座り等）　□玄関　□脱衣室 下地準備有り □玄関　□脱衣室

転落防止手すり □寸法図示　（FL+**：床面からの手すりの高さ、H=**：及び窓台・足がかりからの手すりの高さ） アプローチ □高低差や段差無し　□高低差や段差有り（□スロープや昇降機の設置可能　□スロープや昇降機の設置困難）

火災時の安全性 　（□該当箇所の写真撮影）

火源付近の仕上・下地 □位置図示 壁 天井 火災警報器 消火器 二方向避難

防火地域 □無指定　□法22条地域　□準防火地域　□防火地域　□新防火地域 凡例 凡例 凡例

防耐火仕様 屋根 軒裏 外壁 開口部

隣接する建物の防耐火使用 □全ての建物が、建築基準法で定められた防耐火性能を有すると思われる　　□大半の建物が、建築基準法で定められた防耐火性能を有すると思われる　　□建築基準法で定められた防耐火性能を有すると思われない　　□隣接する建物なし



調査員名／

検査項目 写真No. 検査項目 写真No.

幅0.5㎜以上のひび割れ 下地材まで到達するひび割れ、欠損、浮き、はらみ、剥落

深さ20㎜以上の欠損 軸組材（柱・梁等）の構造耐力上問題のあるひび割れ、欠損

広範囲に及ぶひび割れ、欠損 梁の著しいたわみ

さび汁を伴うひび割れ、欠損 評価者の自重により明らかに変形する著しい沈み

著しい白華現象 腐朽（※部材断面の腐朽の割合もチェック）

鉄筋の露出 蟻害（※部材断面の蟻害の割合もチェック）

蟻道 蟻道

その他の劣化・注意すべき形状 著しい虫食い

柱・壁の著しい（6/1,000以上の勾配）の傾斜

下地材まで到達するひび割れ、欠損、浮き、はらみ、剥落 床の著しい（6/1,000以上の勾配）の傾斜

複数の仕上げ材にまたがるひび割れ、欠損 その他の劣化・注意すべき形状

金属の著しいサビ・化学的浸食 雨漏り跡

仕上げ材の著しい浮き 結露跡

露出している躯体の構造耐力上問題のあるひび割れ、欠損 漏水跡

腐朽（※部材断面の腐朽の割合もチェック） 原因不明シミ

蟻害（※部材断面の蟻害の割合もチェック） その他の劣化・注意すべき形状

蟻道

著しい虫食い

その他の劣化・注意すべき形状

シーリング材や防水層の破断、欠損

雨漏り跡

雨樋の破損、つまり 検査項目 著しい劣化事象（概要）

建具や建具回りの隙間、破損、開閉不良 給水・給湯の赤水・漏水

その他の劣化・注意すべき形状 排水の滞留・漏水

換気扇・換気ダクトの脱落・接続不良

屋根葺き材の著しい破損、ずれ、ひび割れ、欠損、浮き、はがれ その他の劣化・注意すべき形状

防水層の著しい破損、破断、剥離、水切り金物等の不具合

金属板のサビ、腐食

化粧スレートの著しい変色

その他の劣化・注意すべき形状 検査項目 著しい劣化事象（概要）

排水マスの不具合

支持部材・床の著しいぐらつき、ひび割れ よう壁、塀の不具合

その他の劣化・注意すべき形状 門扉、フェンス等の不具合

防水層の著しい破損、破断、剥離、水切り金物等の不具合 その他の劣化・注意すべき形状

その他の劣化・注意すべき形状

３）配管設備

※通水が不可能な住宅の赤水、漏水などは検査対象外。器具・機器自体の検査は行わない。

配
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４）外構
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造
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※粘土瓦の棟部しっくいの欠損および腐食、屋根材を止めつけている同線等の劣化は、劣化として扱っていない。

※表面の塗膜のみのひび割れ、はがれ、紫外線による塗膜の変退色や経年変化、構造体力上問題のない乾燥収縮によるひび割
れ、化粧目地等の止水機能が期待されていないシーリング材の破断や欠損は、劣化として扱っていない。
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２）内部

※モルタル仕上げ、その他の塗り仕上げ、下地材のみに生じているひび割れや欠損は、劣化に含まない。

１）外部

※目視で可能な範囲のみ。

劣　　化　（外部・内部・配管・外構）

天
井
・
内
壁
・
床

構
造
耐
力

雨
漏
り
・
水
漏
れ

※仕上げ材表面の傷、へこみ、穴、変色、はがれ等、軽微な床鳴り・きしみは、劣化としては扱っていない。

調査日／

基
礎



　　様邸　建物詳細調査 劣化（外部・内部）

劣化箇所  （□該当箇所の写真撮影　遠景・近景）

No. No. No. No.

1 16 31 46

2 17 32 47

3 18 33 48

4 19 34 49

5 20 35 50

6 21 36 51

7 22 37 52

8 23 38 53

9 24 39 54

10 25 40 55

11 26 41 56

12 27 42 57

13 28 43 58

14 29 44 59

15 30 45 60

状況 状況 状況 状況



　　様邸　建物詳細調査 劣化（傾斜）・劣化対策

劣化対策　（□該当箇所の写真撮影）

外壁の軸組等 □外壁通気構造である □外壁通気構造でない □軸組等（柱、間柱、筋かい、胴縁等）の薬剤処理有り □軸組等（柱、間柱、筋かい、胴縁等）の薬剤処理無し、又は不明

土台の防腐・防蟻 □外壁水切り有り □外壁水切り無し 土台樹種 （　　　　　　　　　　　　　　）　　□　不明 □土台の薬剤処理有り □土台の薬剤処理無し、又は不明

浴室の防水 □ユニットバス □在来浴室 →→→ 床：仕上・下地 壁：仕上・下地 天井：仕上・下地

脱衣室の防水 床：仕上・下地 壁：仕上・下地

地盤の防蟻 □べた基礎・又は布基礎と鉄筋で一体となって一様に打設されたコンクリート（□ひび割れ有り　□ひび割れ無し） □防蟻に有効な土壌処理有り □対策無し

基礎回りの地面 基礎高さ（㎜） GL+ □雨はね防止措置有り　→→ □人工芝・芝（範囲：図示）　□砂利（範囲：図示）　□その他（　　　　　　　　　　）（範囲：図示） □雨はね防止措置無し

床下の防湿 コンクリート　 □有り（厚さ　　　　　　㎜）　□無し 防湿フィルム　 □有り（厚さ　　　　　　㎜、　□厚さ不明　）　□無し 床下木部の湿潤　□有り　□無し

床下の換気 床下換気口   　　　□有り（　　　    　　　㎜　×　　　　　    　㎜　：　　　　ヶ所　（設置位置：基礎伏図に図示）　　□無し 床下の点検 床下点検口　 　　　□有り：　　　　ヶ所　（設置位置：基礎伏図に図示）　　□無し

小屋裏の換気 小屋裏換気口　　　□有り（　　　    　　　㎜　×　　　　　    　㎜　：　　　　ヶ所　（設置位置：小屋伏図に図示）　　□無し 小屋裏の点検 小屋裏点検口　　　□有り：　　　　ヶ所　（設置位置：小屋伏図に図示）　　□無し

専用配管の構造 □コンクリート内に埋め込まれていない　　□コンクリート内に埋め込まれている　（※箇所図示。基礎等の立上り部分除く。地中埋設管は、コンクリート土間や基礎と一体でない防湿コンクリートなどを除く） ・配管のたわみ・抜けなど　　□無し　　□有り（※箇所図示）

（給水・給湯・排水・ガス管） ・各設備からの排水管：点検が可能な掃除口や清掃可能なトラップ　　□有り　　□無し（※箇所図示） ・設備機器と配管の接合部・バルブ・ヘッダーの点検　　□可能　　□仕上材で隠蔽され不可（※箇所図示）



調査日／　　　　　　　　　　　　　　　　調査員名／ （レベル）石綿等が使用されている建築物等の解体等の作業、封じ込め、囲い込み等、発じんの度合いによる作業レベル

（出典）目で見るアスベスト建材（第2版）H20.3／国土交通省

石綿障害
予防規制区分

種類
（施工部位）

No. 建材の種類 製造時期 主な使用部位など 使用の可能性がある箇所
施工時期

（建築年等）
建材名・製品名・メーカー名等

写真撮影
（数枚）

① 吹付け石綿 1956～1975
鉄骨耐火被覆材、天井断熱材、機械室吸音材。鉄骨造以外の戸建て住宅の使用例
は少ない

□

② 石綿含有吹付けロックウール 1961～1987 鉄骨耐火被覆材、天井断熱材、機械室吸音材、結露防止用材 □

③ 湿式石綿含有吹付け材 1970～1989
鉄骨耐火被覆材（特にEVシャフト内に多い）。鉄骨造以外の戸建て住宅の使用
例は少ない

□

④ 石綿含有吹付けバーミキュライト ～1988 天井断熱材、吸音材、結露防止用材 □

⑤ 石綿含有吹付けパーライト ～1989 内装材の天井梁型、吸音、仕上げ材 □

⑥ 石綿含有けいそう土保温材 ～1980 □

⑦ 石綿含有けい酸カルシウム保温材 ～1980 □

⑧ 石綿含有バーミキュライト保温材 ～1980 □

⑨ 石綿含有パーライト保温材 ～1980 □

⑩ 石綿保温材 ～1980 □

⑪ 石綿含有けい酸カルシウム板第2種 1963～1997 鉄骨の耐火被覆材として、柱・梁、壁、天井に使用 □

⑫ 石綿含有耐火被覆材 1966～1983 吹付け材の代わりに、化粧目的に鉄骨部分、鉄骨梁、エレベータ周辺に使用 □

⑬ 屋根用折版石綿断熱材 ～1989 屋根裏の結露防止・断熱目的のために使用 □

⑭ 煙突用石綿断熱材 ～2004 煙突の断熱目的のために使用 □

⑮ 石綿含有スレートボード・フレキシブル板 1952～2004 □

⑯ 石綿含有スレートボード・平板 1931～2004 □

⑰ 石綿含有スレートボード・軟質板 1936～2004 □

⑱ 石綿含有スレートボード・軟質フレキシブル板 1971～2004 □

⑲ 石綿含有スレートボード・その他 1953～2004 □

⑳ 石綿含有スラグせっこう板 1978～2003 大半の製品が不燃材料。火気使用室への施工が可能 □

㉑ 石綿含有パルプセメント板 1958～2004 大半の製品が準不燃材料。軒天井材、内装材の製品がある □

㉒ 石綿含有けい酸カルシウム板第1種 1960～2004
一般建築物の天井材、壁材として使用。外装では軒天井材とその関連部材、準防
火地域での軒裏などに使用

□

㉓ 石綿含有ロックウール吸音天井板 1961～1987
内臓材としては天井材、外装材として軒天井材に使用。一般建築物、事務所、学
校、講堂、病院等の天井に不燃・吸音天井板として多く使用

□

㉔ 石綿含有せっこうボード 1970～1986
事務所、病院、公共施設などの天井に多く使用。
住宅の場合は、洗面所や台所の天井に使用

□

㉕ 石綿含有パーライト板 1951～1999 主に、工場、倉庫、事務所等の内装材として壁材、天井下地材に使用 □

㉖ 石綿含有その他パネル・ボード 1966～2003
ボードは、住宅では居室、台所、浴室の内壁や天井として使用。パネルは、主に
外壁及び室内の壁に用いられることが多い

□

㉗ 石綿含有壁紙 1969～1991
アスベスト紙に表面化粧をした壁紙で、全て不燃材料として出荷されていた。
オフィスビルの廊下、スポーツ施設、商業施設、地下街等を中心に使用

□

耐火間仕切り ㉒ 石綿含有けい酸カルシウム板第1種 1960～2004 耐火間仕切壁として、石こうボードとの複合材として使用 □

㉘ 石綿含有ビニル床タイル 1952～1987
事務所、病院、公共施設などの床に多く使用。
住宅の場合は、洗面所や台所の床に使用

□

㉙ 石綿含有ビニル床シート 1951～1990 防水性が高いことから水周りに多く使用。 □

㉚ 石綿含有ソフト巾木 住宅用ほとんどなし
戸建て住宅では一般的に木製巾木が多用され、ソフト巾木が使われるケースは少
ない

□

㉛ 石綿含有窯業系サイディング 1960～2004 一般的には外壁材として使用 □

㉜ 石綿含有建材複合金属系サイディング 1975～1990 一般的には外壁材として使用 □

㉝ 石綿含有押出成形セメント板 1970～2004
一般的には非耐力壁用材料として使用。外壁材には厚さ50㎜以上の製品が用い
られる

□

㉒ 石綿含有けい酸カルシウム板第1種 1960～2004
一般建築物の天井材、壁材として使用。外装では軒天井材とその関連部材、準防
火地域での軒裏などに使用

□

⑮ 石綿含有スレートボード・フレキシブル板 1952～2004 不燃材料等として、外装材としては、軒天井への利用が多い □

㉞ 石綿含有スレート波板・大波 1931～2004 □

㉟ 石綿含有スレート波板・小波 1918～2004 □

㊱ 石綿含有スレート波板・その他 1930～2004 □

㊲ 石綿含有住宅屋根用化粧スレート 1961～2004 ほとんどが屋根材として使用。一部外壁に使用される場合もある □

㊳ 石綿含有ルーフィング 1937～1987 石綿が含有されているか否かの判断は極めて困難 □

煙突材 ㊴ 石綿セメント円筒 1937～2004 換気用円筒材、煙突、雑排水管などに使用 □

配管設備 ㊵ 石綿セメント管 ～1985
水道管として主に昭和20年代後半から使用。昭和43年以降より新たな使用を中
止している

□

建築壁部材 ㊶ 石綿発泡体 1973～2001 建築材料としては、ビル外壁の耐火目地材に使用 □

廃
石
綿
等

【レベル２】発じん性が高い作業（石綿含有保温材・断熱材・タイ被覆材の除去作業、囲い込み作業～レベル１に準じて高いレベルのばく露防止対策が必要）

【レベル１】発じん性が著しく高い作業（石綿含有吹付け材の除去作業、封じ込め、囲い込み作業～厳重なばく露防止対策が必要）

【レベル３】発じん性が比較的低い作業（石綿含有建材（成形板等）の除去作業～湿式作業を原則として、発じんレベルに応じた防じんマスク、保護衣・作業衣等の使用）

内装材
（壁・天井）

床材

石
綿
含
有
産
業
廃
棄
物

その他
アスベスト
含有建材

（成形板等）

ボイラー、タービン、化学プラント、焼却炉等、熱を発生する部分、熱を輸送す
るためのダクト、エルボ部分の保温材

不燃材料等として、内装材としては、壁材、天井材等に使用
フレキシブル板は湿度による変化が少ないことから、浴室の壁・天井、台所の壁
などにも使用

外装材
（外壁・軒天）

屋根材

アスベスト含有建材　チェックリスト

軽量であることから多くは工場などの屋根（大波）、壁（小波）に使用

廃
石
綿
等

吹付け材 吹付け材

保温材
耐火被覆材

断熱材

保温材

耐火被覆材

断熱材



（出典）目で見るアスベスト建材（第2版）H20.3／国土交通省

アスベスト含有建材　チェックリスト



　　様邸　建物詳細調査 １階　電気設備図

X15 X16

 

し、下記凡例も追記

白熱灯 白

蛍光灯 蛍

調光 調

センサー ｾﾝｻｰ

LED LED



　　様邸　建物詳細調査 ２階　電気設備図

X15 X16

 

し、下記凡例も追記

白熱灯 白

蛍光灯 蛍

調光 調

センサー ｾﾝｻｰ

LED LED



　　様邸　建物詳細調査 １階　給排水衛生設備図  



　　様邸　建物詳細調査 ２階　給排水衛生設備図  



調査員名／

（部分断面詳細図）

検査項目 写真No.

基礎形式　　　　（※代表的な写真のみ）

アンカーボルト　（※代表的な写真のみ）

柱脚接合部　　　（※代表的な写真のみ）

火打ち　　　　　（※代表的な写真のみ）

筋かい　　　　　（※原則全ての写真）

床下地　　　　　（※代表的な写真のみ）

その他

断熱材の状況（たわみ、はずれ、劣化の有無）

壁下部の気流止めの有無　　（※代表的な写真のみ）

配管のコンクリートスラブへの埋め込みの有無

排水管のたわみ、抜け、その他の変形の有無

検査項目 写真No.

幅0.5㎜以上のひび割れ

深さ20㎜以上の欠損

広範囲に及ぶひび割れ、欠損

さび汁を伴うひび割れ、欠損

著しい白華現象

鉄筋の露出

蟻道

その他の劣化・注意すべき形状

腐朽（※部材断面の腐朽の割合もチェック）

蟻害（※部材断面の蟻害の割合もチェック）

蟻道

著しい虫食い

軸組材の構造耐力上問題のあるひび割れ、欠損

軸組材の著しいたわみ

土台（東西南北各3ヵ所程度＋中央部）、及び劣化ヵ所の含水率測定

雨漏り跡

結露跡

漏水跡

２）構造仕様・断熱等仕様・配管仕様

配
管

断
熱
等

雨
漏
り
・
水
漏
れ

その他の劣化・注意すべき形状

構
造
仕
様

調査日／

床　　下

１）全景

床
下

構
造
耐
力

基
礎

構
造
耐
力

３）劣化

写真No.全
景
写
真



　　様邸　建物詳細調査 基礎伏図  



　　様邸　建物詳細調査 土台伏図  

掛

継　手　（仕様：　　　　　　　　　　　　）



調査員名／

（部分断面詳細図）

検査項目 写真No.

梁桁の継手　　　　（※代表的な写真のみ）

母屋棟木の継手　　（※代表的な写真のみ）

柱脚柱頭接合部　　（※代表的な写真のみ）

火打ち　　　　　　（※代表的な写真のみ）

筋かい　　　　　　（※原則全ての写真）

外壁下地　　　　　（※代表的な写真のみ）

内壁下地　　　　　（※代表的な写真のみ）

垂木・野地板　　　（※代表的な写真のみ）

その他

断熱材の状況（たわみ、はずれ、劣化の有無）

壁上下部の気流止めの有無　　（※代表的な写真のみ）

排水管のたわみ、抜け、その他の変形の有無

検査項目 写真No.

腐朽（※部材断面の腐朽の割合もチェック）

蟻害（※部材断面の蟻害の割合もチェック）

蟻道

著しい虫食い

軸組材の構造耐力上問題のあるひび割れ、欠損

軸組材の著しいたわみ

野地板（東西南北各3ヵ所程度）、及び劣化ヵ所の含水率測定

雨漏り跡

結露跡

漏水跡

構
造
耐
力

２）構造仕様・断熱等仕様・配管仕様

断
熱
等

構
造
仕
様

配管

雨
漏
り
・
水
漏
れ

その他の劣化・注意すべき形状

３）劣化

２
階
床
下
・
下
屋

２階床下・下屋

調査日／

１）全景

全
景
写
真

写真No.



　　様邸　建物詳細調査 ２階床伏図、下屋伏図  

大梁： 小梁：

掛

垂木掛

垂木

継　手　（仕様：　　　　　　　　　　　　）



調査員名／

（部分断面詳細図）

検査項目 写真No.

梁桁の継手　　　　（※代表的な写真のみ）

母屋棟木の継手　　（※代表的な写真のみ）

柱脚柱頭接合部　　（※代表的な写真のみ）

火打ち　　　　　　（※代表的な写真のみ）

筋かい　　　　　　（※原則全ての写真）

外壁下地　　　　　（※代表的な写真のみ）

内壁下地　　　　　（※代表的な写真のみ）

垂木・野地板　　　（※代表的な写真のみ）

その他

断熱材の状況（たわみ、はずれ、劣化の有無）

壁上下部の気流止めの有無　　（※代表的な写真のみ）

排水管のたわみ、抜け、その他の変形の有無

検査項目 写真No.

腐朽（※部材断面の腐朽の割合もチェック）

蟻害（※部材断面の蟻害の割合もチェック）

蟻道

著しい虫食い

軸組材の構造耐力上問題のあるひび割れ、欠損

軸組材の著しいたわみ

野地板（東西南北各3ヵ所程度）、及び劣化ヵ所の含水率測定

雨漏り跡

結露跡

漏水跡

３）劣化

小　屋　裏

調査日／

１）全景

全
景
写
真

写真No.

２
階
床
下
・
下
屋

構
造
耐
力

雨
漏
り
・
水
漏
れ

その他の劣化・注意すべき形状

２）構造仕様・断熱等仕様・配管仕様

構
造
仕
様

断
熱
等

配管



　　様邸　建物詳細調査 小屋伏図  

大梁： 小梁：

掛

垂木掛

垂木

継　手　（仕様：　　　　　　　　　　　　）


